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果樹の主要品目における果実産出額について
　統計データから

我が国の果実の 2024 年の産出額は 10,112 億円で，農業総
産出額の１割を占めている。

果樹の生産動向をみると，栽培⾯積や生産量は，近年，緩
やかな減少傾向で推移している。栽培⾯積は 2015 年比の約
90％，生産量は同約 75％である。これは，⾼齢化が急速に進み，
栽培農家数が同約 77％と減少傾向にあること等による。生産
量は戦後⼤きく増加し 1979 年にピークに達した後，現在では
その時の約 36％にまで減少を続けている。

そのなかで，近年の国内の果実の産出額は増加傾向にある。
2015 年の 7,838 億円から 2024 年には約 1.3 倍増になってい
る。この背景として，①優良品種・品⽬への転換等により，消
費者ニーズにあった⾼品質な国産果実が生産されるようになっ
たこと，②⼈⼝減少等による需要の減少以上に生産量が減少し
ていることから，卸売価格は上昇傾向で推移していることが考
えられる。

表 -1 に果樹の主要品⽬について，産出額の⼤きい品⽬別に

並べた（2024 年）。「ぶどう」（全体の 21％），「温州みかん」
（19％），「りんご」（19％）が果実産出額の約 6 割を占め，い
ずれの品⽬も 1,800 億円以上の産出額である。次いで，産出
額 700 億円台の「日本なし」と「もも」（7％）が続く。表－
1 以外に，「西洋なし」96 億円，「びわ」29 億円，「パインアッ
プル」27 億円となっている。

なお，栽培⾯積では，「温州みかん」，「りんご」，「その他か
んきつ」，「かき」，「ぶどう」，「くり」，「うめ」の順となり，い
ずれも 1 万 ha を超えている。収穫量では「りんご」，「温州み
かん」，「日本なし」，「かき」，「ぶどう」，「もも」の順となり，
いずれも 10 万 t 以上である。

今後，さらに果樹栽培農家や園地⾯積の減少の恐れがあるが，
消費者ニーズを追い風とし，中山間地の重要な産業として，労
働力の平準化や省力樹形といった労働生産性を向上させる栽培
体系やスマート農業技術の開発・導入が求められている。

　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　 （K.O）

表 -1　果樹の主要品⽬の産出額・栽培⾯積・収穫量（令和6年産）

2,145 1,945 1,877 754 725 586 462 401 258 114 111 109
1 ⼭梨県 ⻘森県 和歌⼭県 千葉県 ⼭梨県 熊本県 和歌⼭県 ⼭形県 和歌⼭県 茨城県 愛媛県 ⼭梨県
2 ⻑野県 ⻑野県 静岡県 ⼭形県 福島県 愛媛県 奈良県 北海道 群⾺県 熊本県 和歌⼭県 ⻑野県
3 岡⼭県 岩⼿県 愛媛県 茨城県 ⻑野県 和歌⼭県 福岡県 ⻘森県 神奈川県 愛媛県 福岡県 ⼭形県
4 ⼭形県 ⼭形県 熊本県 ⻑野県 岡⼭県 ⾼知県 岐⾩県 ⼭梨県 ⼭梨県 ⻑野県 神奈川県 和歌⼭県
5 福岡県 秋⽥県 佐賀県 島根県 ⼭形県 ⿅児島県 新潟県 ⻑野県 ⻑野県 兵庫県 群⾺県 福岡県

17.5 35.0 36.4 9.8 9.9 22.8 17.6 4.3 13.5 15.5 2.0 2.7
165 609 560 173 110 ・・・ 167 12 52 14 21 16
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表-1 果樹の主要品⽬の産出額・栽培⾯積・収穫量（令和6年産）

収穫量（千㌧）

品 ⽬ おうとうかき うめぶどう りんご
温州
みかん

⽇本なし もも すもも

産出額
ベスト5

産出額（億円）

栽培⾯積（千ha）

注）その他のかんきつは，しらぬい（デコポン），ゆず，ブンタン，ポンカン，なつみかん，いよかん，はっさく，⽇向夏，清⾒，カボス，きんかん，すだち，
     たんかん，ネーブル，オレンジ，セミノールを合計したもの。
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■協会だより
■■試験成績検討会
●2026年度水稲関係除草剤適2試験地域別試験成績検討会

（Web会議）

　【北海道地域】

　日時：2026年	10	月	22	日（木）	 9:30～17:00　

　	 	 	 		 23日（金）	 9:30～12:00		

　【東北地域】

　日時：2026年10月	29日（木）	 9:30～17:00　

	 	 	 		 30日（金）	 9:30～17:00		

　【北陸地域】

　日時：2026年11		月		4日	（水）	 10:00～17:00　

	 	 	 		 		5日	（木）	 10:00～17:00　

　【関東･東海地域】

　日時：2026年		11	月			9日（月）	 9:30～17:00		

　	 	 	 		 10日（火）		9:30～17:00　

　【近畿･中国･四国地域】

　日時：2026年	11月12日（木）	 9:30～17:00　

　	 	 	 		 13日（金）	 9:30～17:00		

　【九州地域】

　日時：2026年	11月	17日（火）	 9:30～17:00　

　	 	 	 		 18日（水）	 9:30～17:00		

●2026年度技術確認圃地域別報告会（Web会議）

　【東北地域】

　日時：2026年	11	月		2日（月）	 9:30～17:00

　【北陸地域】

　日時：2026年	11	月		6日（金）	 9:30～17:00

　【近畿･中国･四国地域】

　日時：2026年	11	月	11日（水）	 9:30～17:00

　【関東･東海地域】

　日時：2026年	11	月	13	日（金）			9:30～17:00

　【九州地域】

　日時：2026年	11	月	20	日（金）	 9:30～17:00

　技術確認圃地域別報告会は，同じ地域の水稲関係除草剤

適2試験地域別試験成績検討会とは別日での開催となります

ので，ご注意ください。

広　 　　　場

●	2026年度緑地管理関係除草剤・生育調節剤試験成績検討会

（Web会議）

　日時：2026年10月26日（月）		10:00～17:00

　　　　　　　　　		27日（火）		10:00～17:00

■研究会等
●	日本農学会2026年度シンポジウム
	 「コメとクマから見えてきた我が国の農業の課題」
	 日時：2026年10月3日（土）　10:00～
	 場所：東京大学弥生講堂（東京都文京区弥生1丁目1-1）
	 　　　対面･オンライン配信のハイブリッド開催
	 参加方法：	オンライン参加者の方は申込みフォームより事前
	 	 	 	 	 登録ください。
	 	 	 	 	 (https://forms.gle/aebhJPz7QjRiAB199）
	 	 	 	 	 会場参加者は直接会場にお越しください。
	 講演要旨：冊子は別売り（500円/1部-要事務局連絡）

●	2026年度日本芝草学会　現地見学会
	 日時：2026年10月15日（木）　10:30～16:45（予定）
	 場所：茨城県神栖市・鹿嶋市内
	 参加人数：40名（最低催行人員30名）
	 申込み期限：10月8日(木)
	 参加費(昼食付)：	正会員・名誉会員	5,000円
	 	 	 	 	 	　非正会員	 	 	 	12,000円
	 	 	 	 	 		（参加費は当日，集合場所にて現金で支払い）
	 申込み･詳細については日本芝草学会ホームページでご確
	 認ください。
	 （https://jsts.smoosy.atlas.jp/ja/notices/event-261015）

●	日本芝草学会2026年度秋季大会
	 大会テーマ：遺跡・埋蔵文化財の保存活用と芝生
	 日時：2026年10月22日（木）～10月23日（金）
	 場所：	大阪公立大学I-siteなんば
	 	 		（大阪市浪速区敷津東2-1-41）
	 内容：
	 10月22日	（木）	現地見学会，ゴルフ場研修
	 	 23日	（金）	部会（ゴルフ場部会・校庭緑化部会),
	 	 	 	 　　	 	 シンポジウム，企業展示，情報交換会
	 参加費・申込み･詳細については2026年度秋季大会サイト		
	 でご確認ください。
	 （https://pub.confit.atlas.jp/ja/event/jsts2026a）
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■除草カタログのご案内

 
 植調協会は Web サイト「除草カタログ」を公開しました。（https://joso-catalog.japr.or.jp/） 

除草カタログは，難防除雑草や外来雑草など様々な問題雑草ごとに，有効とされた除草

剤の処理時期・処理方法や各種技術と組み合わせた防除体系など，防除に役立つ情報を分

かりやすくまとめて発信するとともに，全国各地で実践された問題雑草の防除レポートを

掲載して，ユーザーの皆様に情報共有していただく Web サイトです。 
問題雑草で困っている農家の方々や技術普及関係者の皆様に少しでも早くご活用いただ

きたいと考え，現時点では掲載草種数等が少ない状態ですが，試験運用を開始しています。

今後も掲載情報を充実させてまいりますので，ぜひご活用ください。 
植調協会技術部企画課 

 

　植調協会ではWebサイト「除草カタログ」を公開しています。
(https://joso-catalog.japr.or.jp/)

　除草カタログは，難防除雑草や外来雑草など様々な問題
雑草ごとに，有効とされた除草剤の処理時期・処理方法や各
種技術と組み合わせた防除体系など，防除に役立つ情報を分
かりやすくまとめて発信するとともに，全国各地で実践され
た問題雑草の防除レポートを掲載して，ユーザーの皆様に情
報共有していただくWebサイトです。
　今後も掲載情報を充実させてまいりますので，問題雑草で
困っている農家の方々や技術普及関係者の皆様にご活用いた
だきたいと考えています。

公益財団法人日本植物調節剤研究協会
	 　　　　技術部企画課
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●	第49回農薬残留分析研究会シンポジウム

	 テーマ：残留分析の試料調製における凍結粉砕法の適用

	 開催日：2026年11月4日（水）～11月5日（木）

	 場　所：	ホテルグランヴェール岐山

	 	 	 （岐阜市柳ヶ瀬通6丁目14番地）

	 参加費：（括弧内は10月以降申込みの金額）

	 	 研究会：		 学会員					 7,000円	 （10,000円）

	 	 	 	 	 	 非学会員	10,000円	（12,000円）

	 	 情報交換会：10,000円

	 	 エクスカーション：4,000円

	 申込み期限：	10月末日（但し，会場収容可能人数に達した

	 	 	 	 	 	 時点で受付を終了）

	 申込み･詳細については一般社団法人日本農薬学会ホーム	

	 ページの農薬残留分析研究会ページでご確認ください。	

	 （https://pssj2.jp/committee/zanryu/zanryu49.html）


